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キッチンの汚れの多くは油が原因。放って
おけば、油分にちりやほこりが付着して、頑
固なベタベタ汚れの元に。でも、汚れた直
後なら強力な洗剤に頼らずとも取れます。
「後で」と思わずに、調理の合間に拭き取る
くせをつけましょう。また、油や水分などは、
想像以上に広範囲に飛び散っているもの。
とくに気化した油煙は、キッチン中に付着し
ています。調理後は、毎回キッチンに置いて
ある電化製品、照明器具などの表面をふき
んで、床はペーパーモップなどで軽く拭い
ておきましょう。

使ったものは、元の場所に戻すこ
と。これはキッチンに限らず、住
まいをきれいに保つ鉄則です。
使い終わった器具は、調理中から
どんどん洗って片付ける習慣を
つけましょう。おたまや手付きの
ざるなど、よく使う道具は、すぐ
手に取れる場所につり下げ収納
すると便利。

「汚れた時に」
すぐ掃除
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油汚れのついた食器や鍋な
どは、洗う前にゴムべらや古
紙、お茶がらなどで、あらかじ
め汚れを拭き取っておきまし
ょう。余分な油分や野菜くず
を流さなければ、シンクの汚
れや、排水口もつまりにくくな
って、水と洗剤の節約にもつ
ながります。

洗
う
前
に
「
ひ
と
拭
き
」
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レモンやオレンジなどの柑橘類の
皮には、生ゴミなどの嫌なニオイ
を消す効果があります。すぐに捨
ててしまわず、三角コーナー付近
に置いておきましょう。皮の色の
付いた方で蛇口やシンクを磨け
ば、ピカピカになり、ほのかにさわ
やかな香りもするので一石二鳥。

ニオイにも
鼻を利かせて
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小さなほうきにキッチンブラシ、かわいらしい
スポンジ…。100円ショップなどに行けば、気
の利いたお掃除小物がたくさん販売されて
います。とくに、昼間は仕事で家にいない人
や、子育て中で家事にゆっくり手をかけてい
られない人は、
これらのお掃除
意欲をかきたて
るグッズを利用
して、少しでも
家事を楽しむ工
夫を。

お掃除意欲を
かきたてよ！
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意外に汚れがたまりやすく、細菌が繁殖しがちなのがまな板。
使う都度に洗うことが基本ですが、汚れをしみこみにくくするた
めには、紙を敷いたり、肉や魚を切る時に表面を水で濡らした
りするのも効果的。小さめのまな板を2枚用意して、交互に使
い回すのも手です。使い終わりには必ず台所用洗剤で洗うこと。
ふきん、スポンジも同様です。漂白も毎日できれば理想的。

まな板、ふきんはより意識して清潔に7

使ったものは必ず元の場所へ2
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【参考図書】ガーデン編 「スッキリ きれいに暮らしたい！」（2000）成美堂出版　油田加寿子「住まいの簡単メンテナンス＆小修理」（2001）主婦と生活社　

不要なキッチンクロス、タオル、Ｔシャツなどは
小さく切って「使い捨てぞうきん」に

目の高さにバーがあると便利。洗った
らそのままＳ字フックにつり下げて、自
然乾燥

ブラシなどをひと
まとめにして、植
木鉢に入れて置
いておけば、見た
目もよく水切りも
できて実用的

カレーやシチュー、グリルにこびりつ
いた魚の脂も、ひと拭きしてから洗
えば、スポンジの汚れも最小限に オレンジの皮を三角コーナーに。ネッ

トに入れて近くに置くだけでも効果的

キッチンには、調理器具や食材をはじ
め、さまざまな「モノ」が混在するため
散らかった印象になりがち。キッチン小
物の色を統一したり、調味料は同じ種類
のガラス瓶に入れたりするなど、いずれ
かの要素を統一するとすっきり見えま
す。常に目にふれるもの（手ふきタ
オルなど）こそ、おしゃれなデザ
インを選ぶことも、美しい
キッチンへの第一
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キッチン小物は、
色や材質を統一

キッチンに発生する水アカ
やカビ、白く残るカルキも、
元をたどれば「水」。ついて
しまった汚れに四苦八苦す
るよりも、毎日こまめにシン
クまわりや調理台、蛇口の
水滴を拭き取って予防する
方が、手間もかからず簡単。
「寝る前にひと拭き」を励
行しましょう。

水
滴
は
残
さ
な
い
！

めんどうな大掃除を定期的にするよりも、毎日ほんのちょっとのお手入れと工夫で、
きれいなキッチンをキープしませんか。お掃除嫌いな人こそ心がけたいアイデア集です。


